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＊ 天文機器資料館雑感帳 20151103～20160608 からの抜粋 
天文機器資料館には、見学者が見学の感想などが自由に書ける雑感帳がおいてある。見

学者の書きっぱなしにはならないように時折目を通している。小さな子供の乱暴な落書き

もあるが遠来の見学者の感想、また地元の方々が初めて来たといった記載もある。多くは

やはり天文学に興味のある方が多く、何とか国立天文台で働きたいという書き込みが多い。 
今まで、何回か雑感帳の記載を抜粋の形で紹介してきたが、これらの書き込みの主なも

のを抜粋し、ワープロ化するのは非常に手間であり、書かれている文字が非常に読みにく

いものが多い。そこで、雑感帳の紙面をそのまま紹介したい。この冊子は 80 ページあるが、

そのうち 16 ページを紹介する。 

  
       2015-11-03-1              2015-11-03-2 
 上の 2 ページは最初の 2 ページである。このようにイラストが多いページもあり、楽し

ませてくれる。国立天文台は日本の天文学の中枢機関であるから、それなりの目的で見学

される人が多く、大学生、高校生は何とか天文の道に進みたいという気持ちを書かれてい

ることが多い。こういった人たちに勝手に見ていくしかない方法で見学者を受け入れてい

ることに疑問を持っているが、三々五々やってくる見学者への親切な対応はなかなか難し

い。筆者は「説明が必要な方は声をおかけ下さい」という張り紙をしたこともあるが、次々



と声をかけられては仕事にならないので引っ込めてしまった。次の 4 ページは、2015 年 11
月 8 日、2015 年 11 月 19 日、2016 年 11 月 22 日、2015 年 11 月 23 日のものである。 

   

       20151108                 20151119 

   

         20151122               20151123 
 次の 2 ページは、2015 年 11 月 26 日、2015 年 12 月 13 日のものであるが、天文機器資

料館で見たこと、感じたこと以外、ほかの展示を見て感じたことも書いてある。また筆者

には理解できない数式をたくさん書いていく方もおられる。 



   

        20151126                 20151213 
 次は 2015 年 12 月 20 日、2016 年 1 月 14 日のページである。12 月 20 日のページには

北海道から来られた方が、「ここで仕事ができますように」と書かれている。1 月 14 日のペ

ージには何度来てもワクワクすると書かれている。リピーターも多いのです。 

   
        20151220                20150114 



 次は、2016 年 2 月 2 日～12 日のページ、このページにあるように近くの方も来られる。 
右のページは 2016 年 3 月 23 日～3 月 26 日、物理をやっている学生、愛媛で宇宙物理をや

っている学生、これらの人にはていねいな説明がしたかった。 

   
        20160202                20160323 
 次は、2016 年 5 月 14 日、15 日のページ、そして 5 月 24、26 日のページです。 

   
        20160514                 20160524 



 御覧のように、いろいろなことが書かれます。次は 2016 年 5 月 27 日、筆者には理解で

きない数式が多いページです。最後は 2016 年 6 月 3 日、20 年ぶりに来られた方の感想が

あり、また意味不明な数式、その上の落書き、いろいろです。お楽しみいただけたでしょ

うか。 

  

         20160529               20160603 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


